
 

（様式５）         令和２年度  教職大学院派遣研修 研究報告書 

キーワード：不登校 知的障害特別支援学校高等部 アセスメント・支援シート

 

１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

 文部科学省が毎年実施している「児童生徒の問題

行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」

によると、小・中学校の不登校児童・生徒は増加し

ており、憂慮すべき状況にある。特別支援学校にお

いても同様の状況が考えられるが、調査対象となっ

ていないため、不登校に関する実態等を把握するこ

とができていない。特別支援学校においても同様の

調査を行い、不登校児童・生徒の実態、支援体制や

方法等を明らかにし、不登校の組織的な予防と支援

に役立つ知見を蓄積していくことが求められている。 

そこで本研究では、知的障害特別支援学校高等部

の不登校生徒等の実態や具体的な支援について調

査し、組織的支援を行っていくために必要な情報共

有を行う特別支援学校の特徴を踏まえたツールと

して「不登校生徒等アセスメント・支援シート」の

開発を目的とした。 

 

２ 研究の方法 

 (1) 研究の流れ 

 図１に示したとおり検討１～３の調査を基に、

検討４・５を実施する要領で進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 研究の流れ 

 (2) 【検討１】 インターネット調査 

      全国の不登校支援に関する取組を概観すること

で、開発研究の手だてとするため、47の都道府県

教育委員会と、20の政令指定市教育委員会のホー

ムページを閲覧し、情報を収集した。 

   結果として、文部科学省から出されている、「児 

 

童・生徒理解・支援シート」を含む、不登校支援

のためのアセスメントシート等を 14 件収集する

ことができた。収集したシートを分類、整理する

ことで、多くのシートで共通する項目が得られた。 

 (3) 【検討２】 訪問調査 

特別支援学校高等部職業学科の不登校の現状

と支援について把握をするため、都立特別支援学

校の就業技術科５校と職能開発科３校を訪問し、

半構造化面接法によるインタビューを実施した。 

その結果、各学校の現状や特徴的な取組、今後

検討している計画等を把握できた。不登校の原因

の一つとして、家庭支援の有無の影響が大きい。

組織的な支援として、前籍校との引継など外部機

関との連携が重要であると考察した。 

 (4) 【検討３】 質問紙調査 

知的障害特別支援学校高等部の不登校の現状と

支援について把握をするため、都立特別支援学校

で知的障害高等部を設置している 28 校に対して

Microsoft Formsを活用した質問紙調査を実施し

た。23校（回収率82.1％）より回答があった。 

その結果、不登校生徒等が在籍している学校は

９割を超え、対応に課題を感じていることや必ず

しも組織的な対応ができているとは言えない状況

等が分かった。組織的な対応とそのための生徒情

報を共有するツール等の必要性、重要性が示唆さ

れた。 

 (5) 【検討４】 開発研究 

知的障害特別支援学校高等部で活用できるアセ

スメント・支援シートを、検討１～３で得られた

知見と東京都教育委員会が作成した「登校支援シ

ート」を基にして開発した。 

その結果、障害名や障害者手帳の記入欄を設け

るなど既存のアセスメントシート等にはあまり見

られないシートの開発ができた。 

 (6) 【検討５】 ユーザビリティ調査・改善 

開発したシートのユーザビリティ調査を行い有

効性や操作性等の評価から改善を図るため、知的

障害特別支援学校高等部に勤務する３名の教員に

評価を依頼し、実施した。 

その結果、多くの項目について重要性が高いと
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評価を受ける一方、文字が小さい等の改善点も挙

げられ、項目の精選や配置の変更、記入例の縮小

などの検討が示唆された。 

 

３ 研究の結果 

検討を経て、図２、図３に示したとおり「不登校

生徒等アセスメント・支援シート」が完成した。全体

的分量は、Ａ４用紙１枚裏表までとし、シートの表面

では、生徒の基本的な情報など全体像を把握し、裏面

には、目標や生徒本人を取り巻く周囲の環境、支援の

手だてを共有、検討できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 不登校生徒等アセスメント・支援シート 

（表面）【記入例有】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 不登校生徒等アセスメント・支援シート 

（裏面）【記入例有】 

 

４  研究の考察 

完成したシートは、個人情報管理の観点から複数

枚にならないようにＡ４用紙１枚裏表までとした。

障害名や障害者手帳の記入欄など特別支援の要素

を取り入れることと家庭環境等を重視し、エコマッ

プ（ジェノグラム）などで情報を可視化した。また、

作成者の負担軽減を図るために、表計算ソフトのプ

ルダウン機能を多用し、入力時間の短縮や生徒の実

態把握の観点につながる工夫を行った。さらに、コ

メント挿入やデータの入力規則機能を活用するこ

とで、別紙のマニュアル等を読まなくても容易に作

成できるようにした。 

組織的な支援を行っていく第一歩として、教員間

の円滑な情報共有に資するツールになると考える。 

 

５  今後の展望 

  開発した「不登校生徒等アセスメント・支援シー

ト」の学校現場での実用性を検証し、更に改良を重ね

ていくことと、具体的な活用場面や活用方法につい

て検討し、提案していくことが必要であると考える。 

身体・健康面
心理面
社会・環境面
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現在の状況

これまでの経緯等

〇朝、起きられない〇睡眠不足である

〇家庭で食事がとれていない〇朝食をとらないことがある

〇疲れや体のだるさがある
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その他・支援のキーワードになるもの（ 本人の強み・良さ・長所、興味・関心 等） 、知能検査等の結果
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〇体調不良、ひどく疲れている

〇読み書き計算が苦手である

○進路について偏った情報を信じ込んでいる

〇集団行動が苦手である〇人と関わることが苦手である
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その他

学力 学習

〇気分が落ち込むことが多い〇表情の変化がほとんどない

〇人前であまり 話をしない

社

会

・

環

境

面

〇孤立している・休み時間に一人でいることが多い

〇教職員の前では本心を見せない

地域での

人間関係

令和１
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4 月

令和２（２０２０）

合計3 月

無

無

7 月 8 月 1 1 月 1 2 月
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・本校に入学したが、当初のイメージとのギャップがあり、中学校時代の友人の影響もあり普通高校に

気持ちが向いている。1 年の途中から学校にほとんど登校しなくなった。

・家庭の支援も少なく、学校に送り出してもらえない。

精神障害者保健福祉手帳

身体障害者手帳

家庭環境、家庭支援の少なさ。

障害受容ができていないため、本人にとって不本意な入学になっている

愛の手帳1 7 歳

〇過度のこだわり 、興味の狭さがある

〇人から褒められたり感謝されたりする場面があまりない

〇興味をもつことの範囲が狭い
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現在の状況・様子
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面
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申請のために通院している。

フリ ガナ

氏名
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学年・組

担任名

男

性別
知的障害

ミ ズモト　タロウ

平成1 5 年1 2 月2 4 日

自閉症スペクトラム障害

限局性学習障害

作成・更新日　令和●年●月●日

障害名
( 医師による診断名)

水元　太郎

葛飾区
２年

欠席( 不登校) などの

主な理由

その他

生徒間の関係

教職員との関係

学校生活 〇学校になじめていない

月

欠席日数

1

現在の状況・様子の割合

身体・健康面

心理面

社会・環境面

支援の手立て(〇：取り 組んでいる有効な支援又は取り 組もうとしている支援、△：すでに取り 組んだが有効ではなかった支援)

目標

( 短期・中期・長期)
後期から

前期中に 就業体験に参加する

週2 回、登校する

前期中に 個別面談を行う

医療機関(病院・診療所)

○○病院 担当○○医師

　男性□　女性〇　性別不明△　本人回・◎　死亡■・●支援内容

結婚□ー○　離婚□⧺○　別居□+ ○　内縁□--○

　　　　　　同居している者は線で囲む

支援内容

○

本校を卒業し就職できたらよいと思ってい

る。

服薬☑なし支援内容

主治医もいない、医療との連携はない。

支援内容

・保護者への支援で活用したことがある

(引継ぎ内容等)

・ほとんんど休むことなく登校できていた。

・家庭支援は少ない

・普通校と進路を悩んでいた

子供家庭支援センター

担当　山田さん

○母子家庭

○保護者(家庭)への支援が必要である

〇保護者と連絡が取れない又は取り にくい

○家庭が経済的な厳しさを抱えている

他の生徒がいない時間（又は会わない

時間）での登校を促す

○
個に応じた指導、授業方法の改善、分か

る授業の工夫

個別の学習スペースを設けるなど、授業

に入れない場合の居場所を確保

I CT機器、インターネットを活用した支援

(Web会議システムなど)

友人関係を改善するための指導 教員との関係改善 家族間の関係調整

△
外部関係機関との連携

＊保護者への支援も含む

個別面談(本人・保護者)

＊将来や進路について相談する

○ パソコン検定について説明し、受験を促す

登校支援

学習環境支援

家庭支援

養護教諭の声掛け・保健室での相談 ○
外部専門員(心理士、スクールソーシャル

ワーカー)による相談

スモールステップでの登校を促す

例:週2 回の登校・午前のみの登校等

別室（空き教室や保健室等）を準備し登

校を促す

➡○

学校携帯電話を活用したメール連絡

人間関係支援

特記事項

今後に向けて

【 引継ぎ内容】

今後は外部専門員の活用と、外部関係機関（ 医療機関） との連携を図っていく。

個別面談前に、もう一度関係者で支援の方向性を確認する。

電話連絡（定期的なもの）

家庭訪問

支援内容

家庭関係

家庭背景

その他

心的支援

○

担任による声掛け・相談 担任以外の教員の声掛け・相談
生活指導担当や特別支援教育コーディ

ネーター等の声掛け・相談

○
本人の興味・関心の高い授業や行事等

への登校を促す

生徒を迎えに自宅又は最寄り 駅・バス

停等で待ち合わせ登校を促す

その他支援

本人の思い・希望

卒業後のイメージ等
普通高校への憧れがある

エコマップ（ ジェノグラム）

前籍校

○○区立○○中学校　担任○○先生

保護者( 家庭) の状況・考え・希望

50 46

17

家庭訪問        


